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これまでの基礎調査の概要と今後の予定〈参考〉 

 

第十堰周辺の複雑な流れ・河床変動の状況・現第十堰の状況や詳細な構造等を把握し、あ

らゆる選択肢について評価、検討するために、変状調査・空洞化調査、漏水量調査等の基礎

調査を継続的かつ着実に実施すると共に、平成 16 年、17 年の出水時には堰周辺の詳細な出

水時水位変動調査を行いました。更に、平成 18 年度からは、堰下流右岸深掘状況調査や堰

取部構造調査等を開始しました。これまでに実施してきた基礎調査の概要は、下記の通りで

す。 

調査結果は、第十堰の補修計画の検討や、あらゆる選択肢を検討・評価するための基礎資

料として用いる予定であり、今後も、変状調査、流況調査、河床形状調査、環境調査等必要な

基礎調査を継続するとともに、これまでの調査結果については分析作業を行いたいと考えてい

ます。 

なお、列挙した調査以外にも、吉野川の河川管理等を行う上で必要な通常の河川調査は実

施しています。 

 

【基礎調査の概要】 

① 形状把握調査 

（１）毎年実施する調査 

・変状調査（目視調査・空洞化調査）【平成 16 年度から実施】 

目視、測量による、堰本体の損壊・沈下、根固ブロックの沈下・流出等の被災の状況を把握す

るとともに、過去の調査結果との比較から状況の変化を把握しました。また、レーダ探査機や水中

カメラを用い、堰本体の空洞の状況を把握する調査も行っています。 

平成 16 年出水以降の調査により 30 箇所の破損箇所を把握しています。 

・漏水量調査【平成 16 年度から実施】 

低水時の第十堰を通過する流量の実態把握のため、微流速計等を用いた流量観測を実施し、

各調査日時における各観測地点の流量を把握する調査です。調査開始以降、データを取得でき

ています。 

（２）必要に応じて実施する調査 

・堰本体の測量【平成 16 年度に実施】 

堰本体及びその周辺で断面及び平面測量を実施し、第十堰の形状を把握しました。 

・堰本体強度調査【平成 16 年度に実施】 

一軸圧縮強度試験により、堰本体のコンクリートの強度を把握しました。 

・堰取付部構造調査【平成 18 年度に実施】 

上堰及び下堰左右岸端部について、詳細構造の実態把握調査を実施しました。これにより、堰

本体と堤防が分離されていない構造であることが確認できました。 

・構造諸元調査【平成 18 年度に実施】 

目視及び既往文献により、第十堰周辺区間の河川構造物を対象に、構造形式毎に施工年代と

基本構造を調査しとりまとめました。これにより第十堰は、施工年代の異なる構造体が、組み合わ

された状態であることを確認しました。 

 



 

② 流況調査 

（１）出水毎に実施する調査 

・第十堰周辺の流況調査【平成 19 年度から実施】 

第十堰周辺における出水時の流れの状況を流速計等により観測しています。平成 19 年の出水

からデータが取得できており、現在データ整理中です。 

・第十堰周辺の出水時水位変動調査【平成 12 年度に実施、平成 16 年度から実施】 

第十堰周辺における出水時の水位の変動状況を観測する調査です。平成 12 年度には水感知

センサーを用いた観測を実施しました。平成 16 年度からは圧力式水位計を用いた観測を行いデ

ータを取得しています。 

 

③ 河床形状調査 

（１）出水毎に実施する調査 

・堰下流右岸深掘状況調査【平成 18 年度から実施】 

第十堰下流右岸における局所洗掘（深掘）状況を把握するため、平成 18 年度に河床面の変動

状況を計測する施設を設置し観測を開始しました。平成 19 年の出水時に河床面の変動状況を観

測しました。 

（２）必要に応じて実施する調査 

・河床形状調査【平成 19 年度から実施】 

第十堰周辺部の局所的な深堀に着目し、出水時の河床洗堀状況を把握するため、ボーリング

調査により、既往出水時の河床形状を平面的に把握する調査です。現在調査を実施しているとこ

ろです。 

・堰周辺河床面形状調査【平成 14 年度に実施、平成 19 年度にも実施予定】 

第十堰周辺部の局所的な深堀に着目した横断測量等を実施し、河床面形状を把握する調査で

す。測量時点の河床形状を把握しました。 

 

④ 環境調査【平成 16 年度に実施】 

（１）必要に応じて実施する調査 

第十堰及びその周辺において、植物、鳥類等の生物調査や植生図等の基盤環境調査です。 

 

なお、これまでに実施した基礎調査の結果については、過去より、速報的なものも含め取り

まとまったものより、順次、記者発表しており、過去の公表結果については徳島河川国道事務

所のホームページでご覧頂けます。 

          徳島河川国道事務所ホームページ http://www.toku-mlit.go.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考】 

なお、上記の調査に要した費用は、平成１２年から平成１９年度の合計で１２４百万円であり、その

内訳は以下の通りです。 

① 形状把握調査                            ：６６百万円 

（１）毎年実施する調査 ：４３百万円 

（２）必要に応じて実施する調査 ：２３百万円 

② 流況調査 ：１２百万円 

③ 河床形状調査 ：３８百万円 

（１）出水毎に実施する調査 ：１５百万円 

（２）必要に応じて実施する調査 ：２３百万円 

④ 環境調査 ：８百万円 

    合計 ：１２４百万円 

 

注１）この他にも、通常の河川調査は実施しています。 

注２）平成 19 年度に実施中の調査については、金額の変更があり得ます。 

 


